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職業大フォーラム，第21回 職業能力開発研究発表講演会 講演論文集


講演論文集の原稿タイトル見本と原稿の書き方
―論文タイトルは18ポイントMS明朝太字―

○能開　花子，教育　一郎（職業能力開発総合大学校），研究　二郎（職業未来技研），　発明　三郎（ものづくり製作所）
1.　まえがき
まず，表題に続く著者欄では，発表会当日に講演する代表者の氏名の前に○を記してください。

以降の本文は，MS明朝9ポイントで記述してください。ただし，各章のタイトルはMSゴシック10ポイントを使用してください。

第１章では，研究の背景，目的，意義を明確に示してください。研究を行うに至った社会情勢や関連する先行研究を引用しながら，研究の背景を説明してください。参考文献の引用は，次のように行ってください。文献[1]では，PID制御のみによる二慣性系の共振抑制法が提案されている。しかし，この方法は制御演算量が少ない利点を有する反面，目標値応答と外乱応答を独立に設計できないことが指摘されている[2]。
上述した背景のもとで，本研究がどのような目的を持ち，どのような意義を有するのか，何を新たに示すのか，どのような方法で研究の妥当性を明らかにするのか，を明確に主張してください。
2.　図，表および数式について
<2-1> 図および表について　　

図および表には必ず順番に番号を振り，タイトルを付け，これらを必ず本文中で説明してください。図１は，電流に対するリアクタンス変化を計算した結果である。この図から，提案するリアクタンス計算法は，従来法と比べて，低電流時のリアクタンスの算出精度を改善できることが確認される。

図のタイトルは図の下に，表のタイトルは表の上に必ず付けてください。
<2-2> 数式について　　

数式についても順番に番号を振り，本文中に変数の定義も示して下さい。式(1)は，静止時の永久磁石電動機の電圧方程式である[3]。
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(１)

ただし，vd，vq，idおよびiqは各軸の電圧および電流，Pは微分演算子，Raは電機子抵抗，LdおよびLqは各軸の同期インダクタンスである。
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4.　 あとがき
最後の章では，必ず本研究によって新規に得られた結論をまとめてください。
この章に，今後の課題や謝辞を含めても構いません。
　参考文献は，最後の章の後にまとめてリストアップしてください。文献の番号は必ず本文に登場する順番となるように振ってください。本文中で引用されない文献を記載しないでください。
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図1　電流に対するリアクタンスの計算結果
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